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追手門学院が OTEMON VIEWを開設 
 学校法人追手門学院(大阪市中央区、理事

長：田口順一)は大学公式 HPに特設サイト

「OTEMON VIEW」 を開設しています。 

https://newsmedia.otemon.ac.jp/ 

 

OTEMON VIEWとは 
「ニュースの面白さは、見方次第。」をコ

ンセプトに、日々移り変わる世の中の出来事

を、追手門学院大学の教員らが教育・研究成

果など専門的知見に基づいて読み解きます。  
  

 

  

ニュースを教育・研究の視点から 
医療が大きく進歩した現代、人生の最終段

階をどう過ごすかを検討することは身近な話

題のひとつです。患者側が「過剰な医療を受

けず、自然に最期を迎えたい」と願うのも考

えの一つですが、現在の日本では、医師が患

者の死期を早める措置をとる尊厳死・安楽死

は合法化されていません。人生の最期につい

て法はどこまで踏み込めるのでしょうか？ 

法哲学者の法学部 服部高宏教授と尊厳死・

安楽死をめぐる日本の今を考えます。 
（以下は主なポイント） 

私たちの社会のものさしである“法”と、人がつな

がる“ケア” 
〇法の限界？「法」で規定できない「ケア」とは 

法的視点から考える終末期医療 
〇尊厳死と安楽死の違い 

〇医療の現場でルール化が求められてきた治療行為

の中止とは？ 

終末期医療におけるガイドライン策定と、人々の

意識の変化 
〇性急な「法制化は不要かも？」法哲学者の考え 
〇終活とリビング・ウィル。尊重されるべき本人の意思決定 

終末期医療における患者の自己決定。諸外国

における制度化のかたち  
〇「個人の死」のとらえ方、日本と外国では異なる？ 

記事本体:https://newsmedia.otemon.ac.jp/3133/
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OTEMON VIEW人気記事ランキング 

ニュースを教育・研究の視点から発信する OTEMON VIEW 
  

人生最終段階の倫理と法。 

―あなたは尊厳死・安楽死をどう考えますか？ 
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